
平成30年10月末現在の
人口の動き

●人口　 14,157人（前月比＋3人） 男 7,095人（＋10人） ●外国人人口 209人（前月比＋20人）男 100人（＋9人）女 109人（＋11人）
　（外国籍除く） 　（前年比−5人） 女 7,062人（−7人） ●世帯数 4,715世帯（外国人のみの世帯含む）

December  No.50912広報せいろう
2018

　11月３日（土）、聖籠野球場で新潟アルビレックス
ＢＣ社長補佐の加藤健氏による野球教室が開催されま
した。
　加藤氏とアルビＢＣの選手５名による指導を受けた
町の野球少年たちの目は、寒空の中でもキラキラ輝い
ていました。

目指せ！未来のプロ野球選手

町のイメージキャラクター

百合若 はなちゃん緑丸
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▲表彰を受け、記念式典に出席された皆さま

▲受賞者を代表してあいさつされる細野様
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第１2回まちなか防災訓練を実施!
　10 月 14 日（日）、12 回目となる「聖籠町まちなか防災訓練」を実施しました。
　この訓練は、各集落の自主防災組織などが主体となり実施することで、自助・共助の精神を根付かせ、「災害に
強いまち・聖籠町」をつくりあげることを目的としています。津波避難場所などへの避難訓練や要配慮者を避難
させる訓練、消防団員の指導による消火栓を使用した初期消火訓練など各集落で様々な訓練が行われました。
　訓練参加人数は２０１５人（男性 1067 人、女性 948 人）でした。ご参加いただきありがとうございました。

各地区で行われた訓練の様子です！

アンケートで集計した感想などの一部をご紹介します！

お問い合わせ　　役場生活環境課　地域安全係（内線２８２）

町職員登庁および初動訓練
　まちなか防災訓練に併せ、町役場職員が、地震発生に伴い町に被害が生
じたことを想定して役場に登庁し、町内施設やライフラインの被害状況確
認など、各課において職員初動マニュアルに基づいた災害応急措置にあた
りました。これは“災害に強い安全で安心な町”を目指し、毎年行ってい
る訓練です。 【災害対策本部設置訓練】

・最近、全国いたる所で災害が多発しているので、防災に対して関心が高まっていると感じた。
・（ＡＥＤの使用方法について）広域消防の方々の段取りがよく、全員よく理解したと思う。
・（戸別受信機について）非常時には重要な受信機であることを再認識できた。
・集落の皆さんが津波避難所の場所を把握できており、スムーズに避難できた。
・消火器、消火栓の使い方を再確認できた。
・女性、子どもの参加が多く、とても良い訓練となった。
・近年、町では災害の発生がなく、集落内の緊張感がなかった。
・災害想定に変化がなく、全体的に緊張感に乏しい訓練になってしまいました。

【「正庵集落自主防災組織」で行われた負傷者避難訓練】
ケガ人（想定）を避難させている様子

【「山倉集落自主防災組織」で行われた初期消火訓練】
消火器による初期消火訓練を行っている様子
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町では、このような環境美化に取り組む団体を募集しています。
お問い合わせ　役場ふるさと整備課　都市計画係（内線２３５）

アイデア光る！
聖籠環境美化コンテスト受賞団体決定

▲【蓮潟自治会】地区のつながりづくりに
一役買っています。

▲【桃山集落】通行する人たちに褒められ
たり応援されたりすることがやりがいと
なっています。

▲最優秀賞を受賞された、（有）ヒグチ不動産様。他団体の活動を見てやってみようかと思
い立ち、活動は４年目になるそうです。受賞にあたり、樋口社長は「花植えを行うことで、
信号待ちの車からのポイ捨てが減りました。今後もこの活動に取り組み、町づくりに協力
していきたいです。」と話されました。

▲授賞式に出席された団体の皆さん

▲【聖籠第一設備】草取りをしていると、
近所の人たちが協力してくれて、地域の
まとまりを感じました。

　町が管理する道路、公園・緑地な

どの公共施設内で行う「聖籠さわや

かクリーンサポート事業」に取り組

むボランティア団体の花いっぱい活

動に対して、「聖籠環境美化コンテ

スト」を行いました。

　審査の結果、各賞が決定したこと

から 11 月１日（木）に授賞式を行い

ました。

　各団体の環境美化への工夫と思い

が感じられました。【受賞された団体（敬称略、順不同）】� 　
賞　　名 団　体　名
最優秀賞 （有）ヒグチ不動産

優 秀 賞 蓮潟自治会

桃山集落

（株）聖籠第一設備

奨 励 賞 聖籠町建設業協会

山三賀有志の会

丸潟花クラブ

愛花の会

（株）イシイコーポレーション

外畑フラワー会

（株）岩測設計

図書館ネット i せいろう
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未来を見据えて ～行財政改革に関する有識者会議での検討状況～

　行財政改革を進めていくに当たり、様々な立場の町民
の方、学識者、関係機関の意見を改革へ反映させるべく、
有識者会議を設置し、５回にわたり、議論してきました。
　先月号に引き続き、今回は、第４回および第５回会議
における検討状況についてお知らせします。

＜第４回および第５回会議で検討を進めた事業＞
※事業の具体的な概要や議事の要旨については、町ホームページに掲載しているほか、役場総務課、町民会館、図書館、保健福祉
センターでも閲覧できます。

◆緊急通報装置設置事業（Ｈ29 事業費：２１５万９，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○利用料徴収の検討（非課税世帯など
への救済措置も併せて検討）

●本事業に限らず、類似する選択的なサービスも併せて見直す
べきである。

●本事業は、これから一人暮らしの高齢者が増加していく中で、
民生委員の見守りが及ばない部分に対応するという点でとて
も重要だが、対象者が増加することに伴っては、利用料金の
徴収は必要である。

●福祉ボランティアを活用して、地域で一人暮らしの高齢者の
見守りに取り組むべき。

費用対効果の検討
●コストは縮減できないか？
●事業の目的をより効果的に達成
できる他の手段はないか？

社会情勢への
適合性の検討

●事業の目的や手法は、町民や社会
のニーズを満たしているか？

政策的優先度の検討
●優先して実施する必要のある
事業か？

受益者負担の検討
●選択制の高いサービスでは、
受益者に対して応分の負担
は求められないか？

妥当性の比較検討
●他の市町村と比較して、補
助率やコストは妥当か？事務事業見直しの

基本的な５つの視点
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◆長寿祝金支給事業（Ｈ29 事業費：３３１万円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○支給額の見直し

●改革の方向性はやむを得ない。併せて、敬老会のあり方や対
象年齢の引き上げ、記念品などの内容についても見直しを検
討しなければ、経費の削減にはつながらないのではないか。

●１００歳になっても３万円の支給額であるのなら、現在の支
給額でも多いとはいえないのではないか。

●介護保険サービスの利用者などとの均衡も考えるべきではな
いか。

●支給の時期は、喜寿や米寿の際に限定して、その際にお祝い
にふさわしい額を支給したらどうか。

●現金支給ではなく、町内で使用できる商品券を支給するのは
どうか。町の商工業の振興にも寄与するのではないか。

◆おむつ等給付事業（Ｈ29 事業費：５２８万１，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○受給資格要件の見直し

●本事業の対象者は、経済的な負担が軽減されていることにみ
んな助かっているので、サービスの内容は下げないようにし
てもらいたいが、事業を利用しない人とのバランスを考慮し
て、受給資格要件の見直しは必要だと思う。

●受給資格として所得要件を考えるならば、世帯単位ではなく、
個人単位での住民税の課税・非課税で判断するのがよい。

◆都市公園等年間維持管理事業（Ｈ29 事業費：２，６８８万７，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○利用者の少ない臨海西公園の廃止
（⇒廃止後の土地は工業用地への転
用を検討）

○その他の公園についても維持管理の
あり方を検討

●臨海西公園や位守山公園はほとんど人がいなく見直しが必要
である。

●老朽化した遊具で子どもがけがをしないように、点検方法や
遊具そのものの廃止も併せて検討するべきである。

●公園の維持管理を地域のボランティアが担っている自治体も
ある。町でも検討されたい。

●都市公園だけでなく、児童遊園についても見直しが必要では
ないか。

●都市公園は、災害時の避難所となる可能性もある。防災上の
機能的な位置づけを踏まえて見直しを検討すべきである。

◆道路整備・維持管理事業と除雪事業
　（今後の事業予定額 ⇒ 道路整備：５億３，１６３万７，０００円

除雪事業：６億５，１６１万８，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○今後の道路および消雪パイプの新設
について、事業実施の優先度から整
備計画の見直しを検討

●消雪パイプを整備する優先順位は、集落の要望順ではなく、防
災や交通事情などの緊急度を考慮して決めるべきではないか。

●毎年の整備計画を町の広報などでわかりやすく町民へ説明す
べきである。

行財政改革
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◆環境美化事業（Ｈ29 事業費：１，４８７万１，０００円）
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○事業のあり方を見直し ●環境美化というＮＰＯ設立の目的は重要。町の補助金に頼ら
ず、寄付を募るなど、自己財源の確保に努めるべきである。

◆定員管理について
町が示した改革の方向性（案） 有識者会議における主な意見

○再任用職員の活用にも配慮しつつ年
齢構成の平準化を図るため、新規採
用は適正数を確保。

○再任用職員の積極的な活用も含め、
事務の効率性を高め、長時間労働を
解消。

○高齢層職員へ多様な働き方の選択肢
を提供し、もって組織運営の効率性
を向上。

○組織の再編による役場体制の効率化
と直面する行政課題に的確に対応で
きる組織力の向上。

●新たな定員管理に取り組むことで、町民サービスの質の低下
を招くようなことがあってはならない。事務事業の見直しと
一体的に検討していくこと。

●町役場は小さな組織のため、定年延長で課長などの幹部職員
でいる期間が延びることになれば、組織が無気力にならない
か不安である。

●採用計画は、次期の第５次町総合計画において、人口目標を
どのように設定するかと連動すべきである。

◆組織改正について
地方分権・地方創生の時代に適合できる企画力の強化

改革の方向性（案）⇒町行政の企画・調整機能を強化し、戦略的に推進するための体制をつくる。
インフラ施設の維持管理のための機動的な体制の構築

改革の方向性（案）⇒組織の機動力の向上と合理化を図る。
人生 100年時代における、町民との協働促進および生涯を通じた「生きがい」づくり

改革の方向性（案）⇒社会教育課の現業的業務を民間委託する。
　　　　　　　　　　学校・家庭・地域との連携強化のための体制をつくる。
　　　　　　　　　　生涯学習の充実に向けた事業の企画立案業務の強化を図る。
納税窓口の利便性の向上と組織の体制強化

改革の方向性（案）⇒納税手続きに来られた方の利便性を向上させる。組織の体制強化を図る。

有識者会議における主な意見

●役場庁舎の総合案内のためのコンシェルジュ的な存在が必要ではないか。
●現状では、妊娠から２歳までは保健福祉課、３歳以降の子どもは子ども教育課が所管しているが、子ども
に関する窓口が一本化されれば、使いやすいのではないか。

●企画力の強化については、以前の企画財政課を参考にしてはどうか。
●税務財政課と納税対策室が担当する税の業務は一体化できるし、社会教育課は、町民会館ではなく、本庁
舎で仕事をすればよいのではないか。

●児童虐待への対応について、子ども教育課だけでなく、児童委員や保健師を介して保健福祉課が関わる部
分もあるので、体制について検討すべきである。

●会計管理者は、町の支出を管理する権限を持っている。その機能を損なうことがないよう、役割や権限を
確認したうえで検討する必要がある。

●課名表示板や電算システムの変更、例規の改正など課の統廃合に伴うコストを踏まえることが必要である。
●役場の改革や町民との協働の促進のためには、商工会などとの協働の視点も必要ではないか。
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　11 月 19 日、行財政改革有識者会議の宍戸邦久会長（新潟大学経
済学部教授）から西脇町長へ「行財政改革に関する意見書」が提出
されました。
　宍戸会長からは、「会議で検討したいずれの事業も、現状のまま
継続していくことは難しいとの認識で会議は一致した。改革を進め
ていくためには、将来に向かって町の姿をどのように描いていくの
か、ビジョンを明確にして、町民へ丁寧に説明していく必要がある。」
との意見が付されました。

　西脇町長は、「この行財政改革は、町の将来を考えたときに、不要不急の事業を見直し、より必要とされる
事業にお金を使っていくということ。しかし、夢を語らなければ、町民の皆さんに理解してもらうのは難しい
と思う。この意見書を参考にしながら、行政としても知恵を出していきたい。」と述べました。

町長へ意見書が提出されました

【12 月 16 日（日）】改革の方向性に関する町民説明会　開催

【ご意見募集】行財政改革大綱（案）を作成しました

ご意見の提出およびお問い合わせ
〒 957-0192　聖籠町大字諏訪山 1635-4　聖籠町役場総務課　総合政策係

☎２７-２１１１（内線２２４）　ＦＡＸ：２７-２１１９　Ｅメール：soumu@town.seiro.niigata.jp

　先月号でもお知らせしました「町民説明会」の開催日などが決まりましたので、お知らせします。
　行財政改革では、町民の皆さんに影響の大きな事務事業の見直しも検討されています。ぜひご参加ください。

　計５回開催された有識者会議での意見を踏まえて、「行財政改革大綱案」を作成しました。この行財政改革を町
民の皆さんとの協働で進め、より良いものとなるよう、大綱案へのご意見を募集しています。いただいたご意見は、
内容を検討し、大綱の策定に活かしていきます。ぜひ、忌たんのないご意見をお寄せください。

■開催日 12月 16日（日）　開始時間は次のとおりです。
　【第１回（亀代学区）】 午前 10時～	 亀代小学校　ランチルーム
　【第２回（蓮野学区）】 午後１時～	 蓮野小学校　ランチルーム
　【第３回（山倉学区）】 午後３時 30分～	 山倉小学校　ランチルーム
※申し込みは不要です。内容は３回とも同じですので、学区を問わずご都合のつく回にご参加ください。

■ご意見の募集方法はこちら
【大綱案の閲覧場所】町ホームページまたは役場総務課・

町民会館・図書館・保健福祉センター
【 提 出 方 法 】郵送、ファクシミリ、Ｅメール、閲覧場

所の回収箱または役場総務課へ持参
【 提出できる方 】町内に居住している方および町内に

通勤・通学している方
【 提 出 期 限 】平成 30 年 12 月 30 日（日）
※詳しくは、上記閲覧場所でご確認ください。

行財政改革
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道路除雪に
　　ご協力を

●除雪の要望・苦情は
区長さんを通じてお願いします

　冬期間の道路除雪は、交通安全や災害の未然防止などを
考えて行っています。個人個人の要望にはすぐに対応でき
ないため、道路除雪への要望などは各集落区長さんを通じ
てお願いします。

道路脇の樹木は枝切りを
　道路脇の樹木（特に竹）は雪の重みで道路に
垂れ下がり、除雪作業の妨げになります。この
ような樹木は枝切りなどをお願いします。

道路に雪を出さないで
　人や車の交通の妨げとなり、スリップ事故の
もとになります。
　屋根の雪を道路におろす場合は、責任をもっ
て処理してください。屋根から自然落下した場
合も同様にお願いします。

障がい物を放置しないで
　自動車またはその他除雪作業に障がいとなる
物を道路上に放置しないでください。除雪作業
ができなくなります。

車庫・出入口の除雪は
各戸で処理を
　早朝からの除雪作業は、なるべく短時間に行
うため雪を道路の端に押しのける方法で行って
います。そのため道路に面した車庫や門の前な
どに除雪された雪がたまります。この雪の処理
にご理解とご協力をお願いします。

乗り入れ板などは撤去を
　道路と人家、車庫の出入り口に設置してある
乗り入れ板などは、除雪時重大事故につながり
ますので、必ず撤去してください。
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　冬期間、水道凍結による破損防止や、公園
管理上の理由により、町都市公園、児童遊園・
児童広場の水道・トイレが使えなくなります。
　ご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力
をお願いします。

安全で円滑な
道路除雪のために、
ご協力をお願いします。

■町都市公園
12月３日（月）～平成31年３月15日（金）
下記公園の水道・トイレが使用でき
ません。
対象：あかね公園（網代浜）

正庵公園
櫻美公園（別條）
位守山史跡公園（位守町）
臨海西公園（東港一丁目）
汐美台公園
亀塚第２公園（トイレ使用可）
加治川河川公園（次第浜）

役場ふるさと整備課（内線２３５）

■児童遊園・児童広場
12月５日（水）～平成31年３月18日（月）
止水のため、水道・トイレが使用で
きません。
※本諏訪山、旭ヶ丘児童遊園は除く。

子ども教育課（内線３０７）

お問い合わせ
　役場ふるさと整備課（内線２３１）
　または
　新発田地域振興局地域整備部
　　☎０２５４- ２２- ５１１４

町都市公園、児童遊園・
児童広場の水道・トイレ

が使えなくなります

除雪車に近づかないで
　道路の除雪作業中は危険ですので、除雪車に
近づかないでください。

消防施設の除雪にご協力を
　消火栓や防火井戸などの消防施設の除雪は、
広域消防署や消防団が行いますが、大雪などに
より除雪が難しいことがあります。災害を未然
に防ぐために、隣接の皆さんのご協力をお願い
します。

消雪パイプは省エネのため、
午後２時～３時、午後４時～５時は
稼働を停止しています。
※故障ではありませんので、ご理解をお願いし
ます。
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●凍結して水が出なくなったとき
　蛇口を全開にして、凍っ
た部分にタオルをかぶせ、
蛇口の方から50℃前後の湯
をゆっくりとかける。
※熱湯を急にかけたりする
と、ヒビ割れや破裂する
ことがあります。

●破裂やヒビ割れしたとき
　メーターボックス内の止水栓を右に廻して水を止
め、聖籠町指定給
水装置工事事業者
に修理を申し込ん
でください。

●凍結を防ぐには
　屋外で保温をし
ていない水道管な
どは、専用の保温
材か凍結防止ヒー
ターを取り付けて、
凍結防止を行って
ください。
　冷え込みが予想される時は、蛇口から鉛
筆の芯より少し太めに水を出してくださ
い。

※空き家や長期間留守にする場合は、メ
ーターボックス内の止水栓を右に廻し
て閉め、蛇口を開けて水抜きをしてく
ださい。

お問い合わせ　上下水道課（上水道管理棟）☎２７－５１４１

水道管の凍結にご注意を !!
　12 月に入り、ますます寒さも厳しくなっています。
　気温がマイナス３度以下になると、水道管の立ち上がり（給水管）や蛇口などが凍って水が出なくなった
り、破裂したりする水道の凍結事故が多くなります。
　寒さは水道の大敵です。気象情報に注意し、低温注意報などが出たときは、凍結事故に気をつけましょう。

※指定給水装置工事事業者以外の業者や個人で立ち上がりを含む水道管の工事を行うと、違反工事となり、
凍結による水漏れで水道使用料が増えた時、水道料金の軽減の対象とはなりませんので注意してください。

水漏れ ? と思ったら・・・（漏水確認）
　すべての水道の栓を止めて、敷地内にあるメーターボックスにある水道メーターが動いているかどうか確
認してください。動いている場合、水漏れしている恐れがあります。水漏れしていた場合、聖籠町指定給水
装置工事事業者へ修理をお申し込みください。
　各家庭の敷地内にある水道管などの管理は各家庭で行ってください。

上水道に加入しましょう
　上下水道課では、町民の方が健康で快適な生活をおくることができるよう、安全・
安心でおいしい水の安定供給に努めています。
　まだ加入していない方は、安心して利用できる上水道に加入しましょう。

ビニール
テープ

保温材

50
℃
前
後

止水栓
メーター

水
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役場町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

98
12月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

消 費 生 活消 費 生 活

　「１日数分の作業で月に数百万円を稼ぐ」「○万円が○億円になる投資法」
などの、お金儲けをインターネットなどを通じて取引する「情報商材」のト
ラブルが急増しています。スマートフォンの普及で、幅広い年代から相談が
寄せられています。

主な手口
◆「誰でも簡単に稼げる」などとうたっている（例：仮想通貨の購入、人工
知能による投資、写真をＳＮＳに投稿・・・などで稼げるとうたう）

◆返金保証をうたっている（例：稼げなかった場合は 100％返金保証！）
◆実際には広告の内容どおりには収入を得ることが出来ず、
返金交渉をしようとしても、事業者に連絡がつかなくなる。

アドバイス
◆トラブルに陥ったとき、インターネットで解決策を探
し、さらに悪質な商法の被害にあうことがあります。
困ったら、すぐに消費生活センターに相談しましょう。

ラクして簡単に稼げる方法？
スマホの普及で「情報商材」の

トラブルが急増中！

10月相談受付情報
件数 主な相談内容
9件 次々販売、不審なメール

架空請求ハガキ（４）
架空請求メール、スナック菓子
医療サービス

振り込め詐欺に注意！
◉電話でのお金の要求は詐欺を疑う。

◉他人にキャッシュカードを渡さない。
　暗証番号を教えない。

多額の借金（多重債務）で悩んでいませんか？

『ヤミ金融業者』にご注意！

　○収入が減り、借金の返済が出来ない。
　○借金の返済をするために借金をしている。
　○長期間返済を続けているが、借金がなかなか減らない。
　○借金の返済に追われて税金や公共料金を払えない。
　借金問題は個人での解決は困難です。専門機関できちんと
手続きすることで、多重債務は必ず解決できます。
消費生活センターに相談すると・・・
　借金の状況、現状についてお話を伺い、それぞれの状況に応じて、解決策を本人と話し合いの上、
適切な相談機関を紹介します。相談は無料、秘密は厳守します。

　ヤミ金融業者とは、国や都道府県の登録を受けずに貸金業を営み、法律違反の高金利
で貸付を行っている業者のことです。ヤミ金融は犯罪であり、ヤミ金融からお金を借り
て、その後、暴力的・脅迫的な取立てが行われ、周りの家族や会社にまでも被害が及ぶ
ケースがありますので、ヤミ金融には近づかないでください。困ったら相談ください。

新潟くらしの安全かわら版　きーつけなせやより
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区分
年

10 月 1月〜 10月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成30年 4 0 4 27 0 35
平成29年 4 0 5 25 1 28
増　減 0 0 -1 2 -1 7

交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.199

今日も一日交通安全

町の交通事故発生状況

冬の交通事故防止運動

　12 月 11 日（火）～ 20 日（木）の間、冬の交通事故防止運動が行われます。
最近、高齢者・若者ドライバーの事故が多くなっていて、特に交差点での事
故が多発しています。
　冬型の気候やお酒を飲む機会の増加などにより、交通事故
の多発が懸念されます。一人ひとり交通ルールの厳守と正し
い交通マナーのある運転を心がけましょう。
※取り返しのつかない結果を招くのが飲酒運転です。「飲酒運転を絶対にし
ない、させない、許さない」を合言葉に飲酒運転を根絶しましょう。

スローガン「 冬の道　ゆとりとマナーで　減らす事故 」

　�10 月４日（木）新発田市民文化会館で、交通事故防止と特殊詐欺の被
害防止を目的とした大会が開催されました。
　昨年度までは、「高齢者交通事故防止・飲酒運転根絶推進大会」として
開催していましたが、本年から「安全・安心フェステバル」と名称を変
更し、　功労表彰者の伝達式、アトラクション（寸劇・替え歌）やお楽し
み抽選会などを行いました。

　こども園において、�10 月２日（火）・11 日（木）・11 月 13 日（火）、愛児会役員の協力のもと 4歳児を対象と
した幼児交通安全教室を行いました。また、10 月 22 日（月）・23 日（火）・25 日（木）に、未就園児親子による
交通安全教室が行われ、新発田警察署からチャイルドシートとシートベルト着用の重要性を学びました。

新発田地区交通安全協会よりお知らせ
平成 30 年優秀運転者表彰申請について
（20 年・30 年・40 年・50 年無事故無違反表彰）
◎受付　12 月３日（月）～ 12 月 19 日（水）まで
「無事故」・「無違反」であれば申請できます。皆さ
んからの申請をお待ちしています。
　 役場生活環境課　地域安全係（内線２８４）

「安全・安心フェステバル」

秋の幼児交通安全教室（こども園４歳児・未就園児親子）

○全日本交通安全協会長単名
　交通栄誉緑十字銅賞安全功労者表彰
町交通安全指導員　高橋��国

とき

蔵
まさ

�さん
町交通安全母の会　中島��穂

ほ

美
み

子
こ

�さん

未就園児親子の皆さん４歳児さん

功労表彰者

町交通安全指導員による寸劇「水戸黄門で交通安全」

右手をしっかり

あげてすごいねぇ！
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推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
聖
籠
町
自
殺
対
策
行

動
計
画
策
定
の
中
間
報
告
と
平
成
30

年
度
保
健
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
委
員
は
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
教
育
課

10
月
25
日
（
木
）

■
第
10
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

	

定
例
会
開
催

・
通
学
距
離
が
３
㎞
未
満
の
生
徒
の

聖
籠
中
学
校
通
学
バ
ス
の
利
用
に

つ
い
て

　

以
上
１
項
目
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

10
月
26
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

	

第
32
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
２
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る（
利

用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理
権
）申

出
審
査
に
つい
て
・
・
・
３
５
８
件

　

以
上
２
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

10
月
11
日
（
木
）・
12
日
（
金
）

■
友
好
交
流
都
市
・
三
重
県

	

川
越
町
職
員
が
本
町
を
訪
問

　

昨
年
８
月
に
友
好
交
流
都
市
協
定

を
締
結
し
た
三
重
県
川
越
町
か
ら
、

副
町
長
を
含
む
役
場
職
員
５
名
が
本

町
へ
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
分
野
別
の
視

察
研
修
や
庁
舎
な
ど
施
設
見
学
、
行

財
政
改
革
有
識
者
会
議
の
傍
聴
の
ほ

か
、
川
越
町
の
木
村
副
町
長
と
西
脇

町
長
の
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
談
で
は
、
町
が
抱
え
る
課
題
や

将
来
の
展
望
に
つ
い
て
、
両
町
の
思

い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
こ
の

交
流
を
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
実
施

し
て
い
く
た
め
、
交
流
の
意
義
や
方

向
性
な
ど
交
流
の
基
本
と
な
る
基
本

方
針
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

保
健
福
祉
課

10
月
２
日
（
火
）

■
第
１
回
聖
籠
町
健
康
づ
く
り

	

推
進
協
議
会
開
催

　

町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を

　

前
町
地
方
創
生
戦
略
監
の
夏
井
智

毅
氏
が
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議

会
臨
時
会
で
議
会
の
同
意
を
得
て
、

11
月
１
日
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

就
任
に
あ
た
り

　

こ
の
た
び
副
町
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
夏
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。
国
の

地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
に
よ
り
、

昨
年
の
４
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
町

役
場
に
参
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

１
年
半
あ
ま
り
、
町
の
地
方
創
生
事

業
の
企
画
調
整
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
少
子
・
超
高
齢

化
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
人
生

１
０
０
年
と
も
い
わ
れ
る
長
寿
社
会

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
時
代
に
お
け
る
経
済
社
会
の
在

り
様
は
国
全
体
で
考
え
て
い
く
べ
き

事
柄
で
す
が
、
各
自
治
体
に
お
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
え
る
課
題
に
創
意

工
夫
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
は
港

と
緑
を
有
し
、
地
域
の
皆
様
が
築
き

上
げ
て
き
た
確
か
な
未
来
へ
の
土
台

が
あ
り
ま
す
。
西
脇
町
長
を
補
佐
し
、

行
財
政
改
革
な
ど
の
課
題
に
も
取
り

組
み
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
活
力
と
安
心
が
あ
る
町
で
あ

る
た
め
に
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲対談後、握手を交わす西脇町長（左）
　と木村川越町副町長（右）

副
町
長
に

　
　
夏な

つ

井い

智と
も

毅き

氏
就
任

副町長
夏 井　智 毅
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平成３０年分
所得税の確定申告をされる方へ

12 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場1階会議室
◆行政相談
　11日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線228）
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　19日（水）午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27‐6767

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○３歳6か月児歯科健診
　10日（月）午後１時30分～
○１歳２か月児歯科検診
　17日（月）午後１時15分～
○１歳6か月児健診
　20日（木）午後１時～
○乳児健診
　21日（金）午後１時～
◆学級
○マタニティ教室
　10日（月）午後１時～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27‐6511

お問い合わせ
　証明書などの申請・発行に関すること
　　保健福祉課（町保健福祉センター内）福祉係
　　☎２７－６５１１
　税控除などに関すること
　　役場税務財政課　税務係（内線１４３）

平成３０年分
所得税の確定申告をされる方へ

※平成 30 年中にお亡くなりになった方の証明書も発行できます。

医療費・障害者控除のための証明書などを発行します。
申請は保健福祉課へ

●成人おむつに係る費用の医療費控除用証明書（介護保険
主治医意見書写し）の発行について
　介護保険要介護・要支援認定を受け、おむつ代の医療費控除を受
ける方で、2年目以降の方は、特定の要件に該当する場合、介護保
険主治医意見書の写しを発行します。（平成 30 年中に使用したおむ
つ代が対象となります。）
※要件がありますので、必ず事前に保健福祉課へお問い合わせくだ

さい。

●老齢者の所得税、地方税上の障害者控除対象者認定書の
発行について
　65 歳以上で次の要件に該当する方に「障害者控除対象者認定書」
を次のとおり発行します。
（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの
方は認定書の必要はありません。）

①	心身に障がいがあり身体障がい者に準ずる方
　保健福祉課職員が調査を行い、該当する場合は認定書を発行しま
す。必ず事前に保健福祉課へお問い合わせください。

②	介護保険要介護・要支援認定を受けている方
　介護保険の認定区分などに基づき発行します。

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

2
日�

第
37
回
聖
籠
町
親
善
剣
道
大
会

4
日
〜��

12
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

6
日�

あ
ぐ
り
ウ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト“
知

恵
の
わ
”

12
日�

区
長
会
議

15
日�

聖
籠
町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

21
日�

農
家
組
合
長
会
議

【
お
し
ら
せ
】

　

広
報
せ
い
ろ
う
11
月
お
知
ら
せ
号

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
陸
上

自
衛
隊
東
部
方
面
音
楽
隊
演
奏
会
聖

籠
町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
つ

い
て
、
聖
籠
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の

合
同
演
奏
は
、
都
合
に
よ
り
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
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10月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

ゆい ちゃん （白石　裕太） 別　條
寛
かん

太
た

 ちゃん （大倉　雄太） 甚兵衛橋
晃
こう

成
せい

 ちゃん （高木　祐也） 旭ケ丘
　縁
えにし

 ちゃん （小山　　佳） 網代浜
真
ま

緒
お

 ちゃん （小林　孝光） 網代浜
　茜
あかね

 ちゃん （小泉　　淳） 蓮　潟
睦
むつ

希
き

 ちゃん （大倉　　登） 本諏訪山
蓮
れ

旺
お

 ちゃん （長谷川弘和） 蓮　潟
幸
こう

祈
き

 ちゃん （庭山　賢一） 山大夫
　稜
りょう

 ちゃん （本間　雅人） 苔　沼
來
く

瑠
るん

 ちゃん （横堀　　豪） 別　條
咲
さ

彩
あや

 ちゃん （清野　　亮） 本三賀
　凪

なぎ

 ちゃん （本間　　心） 山三賀
心
み な と

湊 ちゃん （佐藤　和都） 別　條

 氏　名 年齢 行政区

本　間　京
きょう

　子
こ

 さん （76 歳） 藤　寄
中　村　久

く み こ

美子 さん （40 歳） 山大夫
渡　辺　由

よし

　範
のり

 さん （84 歳） 網代浜
渡　辺　ハルノ さん （87 歳） 次第浜
渡　辺　　　静

しず

 さん （90 歳） 網代浜
桜　井　冨

ふ じ お

士夫 さん （76 歳） 桃　山
桜　井　ム　メ さん （87 歳） 桃　山
高　橋　重

じゅう

　司
じ

 さん （92 歳） 二本松
佐　藤　ミハル さん （97 歳） 杉谷内
渡　辺　貞

さだ

　雄
お

 さん （59 歳） 藤　寄
松　田　　　弘

ひろし

 さん （86 歳） 亀　塚
高　橋　キ　ヨ さん （89 歳） 網代浜

　本　間　圭
けい

　冴
ご

 さん
（中　野）美

み

　羽
う

 さん ｝次第浜

　渡　辺　哲
てつ

　朗
ろう

 さん
（小　栗）笑

え り か

莉花 さん ｝山大夫

　佐　藤　将
まさ

　成
なり

 さん
（大　黒）　　茜

あかね

 さん ｝山諏訪山

　渡　辺　成
しげ

　俊
とし

 さん
（今　井）美

み

　玖
く

 さん ｝次第浜

知って安心！いざという時のために
～ 成年後見セミナー in 聖籠 ～

漂着船には近づかないで

入 札 結 果� 　　入札日　9月27日～10月29日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1 蓮野苔沼線道路舗装工事 聖籠町大字蓮野地内 3,024,000 福田道路㈱
新発田営業所

平成30年
12月10日

指名競争
入札

2 蓮潟居浦山線道路舗装工事
（その１） 聖籠町大字蓮潟地内 2,721,600 ㈱下越道路 平成30年

11月30日
指名競争

入札

3 杉の子の家防火扉改修工事 聖籠町大字諏訪山地内 1,792,800 ㈱諏訪建設 平成30年
12月15日

指名競争
入札

4 庁舎議場屋上防水改修工事 聖籠町大字諏訪山地内 2,732,400 ㈱諏訪建設 平成30年
12月5日

不落随意
契約

5
第２期 子ども・子育て支援
事業計画策定に伴うニーズ
調査業務委託

町内一円 841,320 ㈱ＩＴスクエア 平成31年
3月22日

指名競争
入札

6 公有車（町長車）購入 聖籠町役場総務課 3,348,000 ㈱幸進自動車 平成30年
12月5日

指名競争
入札

7 蓮潟居浦山線道路舗装工事
（その２） 聖籠町大字蓮潟地内 7,793,820 ㈱水倉組新発

田営業所
平成31年
2月3日

指名競争
入札

8 消雪パイプ保守点検業務委
託 聖籠町内一円 3,564,000 ㈱北聖 平成30年

11月30日
指名競争

入札

　延期していました成年後見セミナーの日時が決まりました
のでお知らせします。

12 月 25 日（火）午後１時 30 分～３時 30 分
町保健福祉センター「大集会室」
成年後見制度についての寸劇、弁護士による解説

■参加費　無料
■定　員　60 名程度
　参加には事前のお申し込みが必要になりますので、下記ま
でご連絡ください。
・ 　社会福祉法人　聖籠町社会福祉協議会　

権利擁護サポートセンター
聖籠町大字諏訪山 1560 番地 3　結いハート聖籠内
☎２８ ︲７１１０　ＦＡＸ２７ ︲８９９０

　昨年来、県内では木造船などの漂流・漂着が発生していま
す。本年もこれからの北寄りの風が強く海が荒れる時期に入
ると沿岸域に木造船などの漂流・漂着が増える可能性があり
ます。
　木造船などの漂流・漂着船を発見した際は、むやみに近づ
かず、警察（１１０番）または海上保安庁（１１８番）へ通
報するようお願いします。
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男女共同参画通信
vol.7

知っていますか？DVのこと。
ひとりで悩まず助けを求めましょう
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）
とは、配偶者や恋人など親密な関係にあ
るまたはあった者から振るわれる暴力の
ことで、男性から女性に対する暴力だけ
でなく、男性が被害者となる場合もあり
ます。
　殴る・蹴るなどの体を傷つけることだ
けでなく、強い束縛で恐怖心を与えたり、
心を傷つけたりすることなども暴力にあ
たります。例えば・・・
□ バカにする、無視する、大声で怒鳴る
□ 友人や親戚との付き合いを制限する
□ 電話やメールの履歴を勝手にチェック

する
□ 殴る、蹴る、物を投げつける
□ 性的な行為を強要される
□ 生活費を渡さない、金銭的自由を与え

ない
　もし、このようなことで悩んでいたら、
ひとりで悩まず信頼できる人や相談窓口
へ相談しましょう。

女性の人権・男女共同参画に
関連する主な相談窓口

■対人関係・男女関係、心や身体に関す
る相談
新潟県男女平等推進相談室	
　☎	０２５－２８５－６６０５

■性犯罪被害などの電話相談
女性被害１００番（新潟県警本部内）
　☎	０２５－２８１－７８９０

■ＤＶ・女性の保護や悩みの相談
新潟県女性福祉相談所
（新潟県配偶者暴力支援センター）
　☎	０２５－３８１－１１１１

※11月号に掲載したまちなか防災訓練へ
の参加者数に次のとおり誤りがありま
した。
【誤】女性 942 人� →【正】948人
【誤】合計 1998 人�→【正】2015人
訂正してお詫び申し上げます。

いつもの暮らしに、がん検診を

【未受診者がん検診のお知らせ】
平成 31 年１月 17 日（木）受付時間　午前８時 30 分～ 10 時
� （乳がん検診のみ）午前８時 30 分～ 10 時 30 分
町保健福祉センター
平成 30 年度に下記のがん検診を受けていない方※1

平成 31年１月 11日（金）までにお申し込みください。
検診項目と内容 料金

肺がん検診
（40 歳以上）

胸部レントゲン検査
喀たん検査

レントゲン　無料
喀たん検査　４００円

胃がん検診
（概ね 40 歳以上）

バリウム検査 ５００円

大腸がん検診
（概ね 40 歳以上）

便潜血反応検査 ５００円

乳がん検診※2

（40 歳以上女性）
マンモグラフィ １０００円

◆次の方は、料金無料です
・70 歳以上の方、身体障害・療育・精神保健福祉手帳をお持ちの方、
生活保護世帯の方

・乳がん検診は今年度無料クーポン対象の 41 歳の方（無料クーポ
ンが使用できるのは今年度限りです）

※1　平成 30 年４月以降に町のがん検診を受けた方は受診できませんのでご注意ください。
※2　乳がん検診は２年に一度の検診です。平成 29 年度に受けた方は受診できませんので

ご注意ください。

【子宮頸
けい
がん検診は年内に】

施設検診（医療機関）の検診期間は、12 月末まで。
残りわずかです。検診の受け忘れがないように、ご注意ください。
　子宮頸がんは早期のうちはほとんど自覚症状が
ありません。「異常を感じたら」では手遅れにな
る場合があります。早期に発見するには検診を受
けるのが最善の方法です。
30 代は、最も子宮頸がんになりやすい年代です。

お申し込み・お問い合わせ
保健福祉課（町保健福祉センター内）保健衛生係

☎２７－６５１１

１年に１回、検診を受けま
しょう。まずは、お申し込
みください

検診はお早めに

子宮頸がん検診を
申し込んでいない方

申し込んだが、忙しくて
まだ検診にいっていない方

まだ間に
合います！！
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焼
肉
☆
恋
物
語　

新
発
田

　

新
発
田
市
の
名
店
、
精
香
苑
を
会

場
に
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

　

美
味
し
い
お
肉
を
囲
み
な
が
ら
、

ワ
イ
ワ
イ
交
流
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

概
ね
25
～
40
歳
の
独
身
の
方

平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
き
や
り
館

（
新
発
田
市
中
央
町
３
‐
13
‐
３
）・

焼
肉
精
香
苑
（
新
発
田
市
中
央
町

３
‐
12
‐
13
）

■
参
加
費　
３
０
０
０
円

■
定　
員　
男
女
各
21
名
（
抽
選
。

た
だ
し
、
新
発
田
市
、
胎
内
市
、

聖
籠
町
在
住
の
新
規
申
込
者
を
優

先
し
ま
す
。）

■
持
ち
物　
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

■
申
込
期
間　
12
月
17
日
（
月
）

～
平
成
31
年
１
月
10
日
（
木
）

男
性
参
加
者
事
前
説
明
会

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
講
義

や
模
擬
練
習
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
31
年
１
月
17
日
（
木
）

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

新
発
田
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

き
や
り
館

㈱
ト
ア
イ
リ
ン
ク
ス
ム
ル
ー
ブ
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
同

事
務
局
（
☎
０
２
５
‐
２
９
０
‐

７
６
０
６
、
午
前
９
時
～
午
後
６

時
）
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

役
場
総
務
課
総
合
政
策
係

（
内
線
２
２
４
）

♥
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た

 

in
新
発
田

平
成
31
年
１
月
６
日
（
日
）

�

午
前
10
時
～
午
後
５
時

イ
ク
ネ
ス
し
ば
た

県
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
１
対
１
の
出
会
い
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。
当
日
は
会
員
登
録

と
お
相
手
情
報
の
閲
覧
が
で
き
ま

す
。

・

に
い
が
た
出
会
い

	

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
３
８
４
‐
４
１
５
１

同
時
開
催

♥
恋
か
ふ
ぇ
in
新
発
田

「
結
婚
や
婚
活
に
つ
い
て
気
軽
に

相
談
で
き
る
カ
フ
ェ
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
結
婚
を
お
考
え
の
方
や
ご
家

族
の
方
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
定
員　
10
名

（
一
人
あ
た
り
40
分
程
度
）

■
利
用
料　
無
料

・
（
株
）ト
ア
イ
リ
ン
ク
ス
ム
ル

ー
ブ
事
務
局

☎
０
２
５
‐
２
９
０
‐
７
６
１
３

㈱トアイリンクス
ホームページ

申し込み専用
QRコード

ハートマッチにいがた
ホームページ

婚
活
イ
ベ
ン
ト
情
報

～
聖
籠
町
・
新
発
田
市
・
胎
内
市

定
住
自
立
圏
事
業
～

聖籠町職員は、関係事業者等との間で
次に掲げる行為を行いません

１．接待を受けること
２．会食すること
３．遊技、旅行をすること
４．転任、海外出張などに伴う餞別などを受けること
５．中元、歳暮などの贈答品を受けること
６．金銭、小切手、商品券などの贈与を受けること
７．本来自らが負担すべき債務を負担させること
８．対価を支払わずに役務の提供を受けること
９．対価を支払わずに不動産、物品などの貸与を受けること

聖籠町職員倫理規程より

ご理解を
お願いします。

in
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新
潟
開
港
１
５
０
周
年
記
念

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

出
場
・
観
覧
募
集

　

新
潟
開
港
１
５
０
周
年
を
記
念
し

て
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
出
場
、
観
覧
を
ご
希
望

の
方
は
、
左
記
の
要
領
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
２
月
17
日
（
日
）

開
場
：
午
前
11
時
、
開
演
：
午
前

11
時
45
分
、
終
演
予
定
：
午
後
１

時
30
分

【
予
選
会
】
平
成
31
年
２
月
16
日

（
土
）
受
付
：
午
前
11
時
、開
会
：

午
前
11
時
45
分
、
結
果
発
表
：
午

後
５
時
30
分
頃
予
定（
当
日
発
表
）

新
潟
テ
ル
サ
（
新
潟
市
中
央
区
鐘

木
１
８
５
‐
18
）

■
出
演
予
定

予
選
を
通
過
し
た
20
組
程
度
の
皆

さ
ん

【
ゲ
ス
ト
】
小
林　

幸
子
、
増
位

山　

太
志
郎
（
50
音
順
・
敬
称
略
）

【
司
会
】
小
田
切　

千
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー

出
場
申
込

「
郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除

く
）」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
切

12
月
28
日
（
金
）
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
２
５
０
組

程
度
を
選
出
の
う
え
、
前
日
の
予

選
会
に
ご
出
場
い
た
だ
き
ま
す
。

当
選
の
方
に
は
予
選
会
の
ご
案
内

を
、
落
選
の
方
に
は
落
選
通
知
を
、

平
成
31
年
２
月
１
日
（
金
）
頃
に

発
送
し
ま
す
。

※
中
学
生
以
上
の
方
で
、
原
則
と
し

て
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
が
対
象
で
す
。

（
中
学
生
は
予
選
会
・
本
選
ど
ち

ら
も
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

保
護
者
の
名
前
と
電
話
番
号
も
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
応
募
は
１
人
（
組
）
１
通
に
限
り

ま
す
。

※
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
の
場
合

は
、
全
員
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）

と
年
齢
・
性
別
、
職
業
を
明
記
の

う
え
、
代
表
者
が
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
応
募
後
の
曲
目
・
出
場
者
の
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無

効
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
「
返
信
用
裏
面
」
に
は
選
出
結
果

を
印
刷
し
ま
す
の
で
、
白
紙
の
ま

ま
お
送
り
く
だ
さ
い
。

紙
・
シ
ー
ル
な
ど
の
貼
り
付
け
、

修
正
液
の
ご
使
用
も
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

観
覧
申
込
（
入
場
無
料
）

「
郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除

く
）」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
切

平
成
31
年
１
月
７
日
（
月
）
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の

う
え
入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２
人

入
場
可
）
を
平
成
31
年
２
月
１
日

（
金
）
頃
に
発
送
し
ま
す
。

※
記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無

効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
「
返
信
用
裏
面
」
に
は
抽
選
結
果

を
印
刷
し
ま
す
の
で
、
白
紙
の
ま

ま
お
送
り
く
だ
さ
い
。

紙
・
シ
ー
ル
な
ど
の
貼
り
付
け
、

修
正
液
の
ご
使
用
も
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

※
予
選
会
は
入
場
自
由
で
す
。
た
だ

し
、
満
席
の
場
合
は
入
場
制
限
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局

☎
０
２
５
‐
２
３
０
‐
１
６
１
９

（
テ
ー
プ
案
内
）

新
潟
市
役
所
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
２
４
３
‐
４
８
９
４

（
午
前
８
時
～
午
後
９
時
）

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報

は
、
選
出
・
抽
選
結
果
の
ご
連
絡

の
他
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
や
イ
ベ
ン

ト
案
内
、
受
信
料
の
お
願
い
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【往信用表面】 【返信用裏面】 【返信用表面】 【往信用裏面】

〒951−8550

白紙のままで

〒□□□−□□□□

名�　　住

前�　　所

（1）郵便番号
（2）住所
（3）名前
（4）電話番号

【往信用表面】 【返信用裏面】 【返信用表面】 【往信用裏面】

〒951−8508

白紙のままで

〒□□□−□□□□

名�　　住

前�　　所

（1）郵便番号
（2）住所
（3）名前（ふりがな）
（4）年齢
（5）性別
（6）電話番号
（7）職業
※中学生・高校生・大学
生は部活動なども記入

（8）歌う曲目とその歌手名
（9）選曲理由

新
潟
市
役
所
２
０
１
９
年

開
港
１
５
０
周
年
推
進
課

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
観
覧
係

（
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
）

（
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
出
場
係

往信

往信

返信

返信
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「
仕
事
と
家
庭
」
両
立

し
や
す
い
職
場
づ
く
り

～
改
正
育
児・介
護
休
業
法
か
ら
～

　

事
業
主
は
、
労
働
者
も
し
く
は
そ

の
配
偶
者
が
妊
娠
・
出
産
し
た
こ
と

を
知
っ
た
と
き
、
ま
た
は
労
働
者
が

対
象
家
族
を
介
護
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
と
き
に
、
関
連
す
る
制
度
に

つ
い
て
個
別
に
制
度
を
周
知
す
る
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
力
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
両
立
し
や
す

い
職
場
づ
く
り
は
、
事
業
所
に
と
っ

て
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
つ

な
が
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。新

潟
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
１
１

第
９
回

聖
籠
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
同
時
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

12
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時

～
11
時
（
受
付
開
始
９
時
30
分
）

※
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
午
前
９
時
30

分
～
正
午

新
潟
聖
籠
病
院
２
階

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

■
テ
ー
マ
・
内
容

【
講
演
・
フ
リ
ー
ト
ー
ク
】

「
早
期
発
見
で
消
化
管
の
が
ん
は

怖
く
な
い
」

新
潟
聖
籠
病
院　

日
本
消
化
器
外

科
学
会
認
定
医　
　

土
屋　

嘉
昭

【
体
操
】

「
い
き
い
き
嚥
下
体
操
」

新
潟
聖
籠
病
院　

言
語
聴
覚
士

�

高
野　

峻
佑

【
講
演
・
実
践
紹
介
】

「
が
ん
予
防
の
た
め“
食
事
”と
は
」

新
潟
聖
籠
病
院　

管
理
栄
養
士

�

中
江　

啓
太

■
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

栄
養
・
健
康
・
お
薬
・
介
護
の

専
門
職
が
対
応
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

■
参
加
費　
無
料　

■
申
し
込
み　
不
要

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
に
は
、
１
階

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
３
０
０
円
オ
フ
券

を
差
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
聖
籠
病
院
医
療
相
談
室

☎
０
２
５
‐
２
５
６
‐
１
０
１
３

適
職
を
探
そ
う
！

　

職
種
選
択
に
お
悩
み
の
方
を
対
象

に
、
職
業
適
性
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
込
）
定
員
10
名

12
月
20
日
（
木
）

午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
役
場　

１
階
会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
39
歳

で
就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

・

下
越
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
２
８
‐
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間　

平
日
午
前
10
時

～
午
後
５
時
ま
で
（
第
２
金
曜
日

は
休
館
日
）

ちょっと考えて地域の救急医療 ～救急診療所からのお願い～

　新発田地区救急診療所は、夜間や休日に診療が必要な方のため
に、隣接する県立新発田病院と連携し、役割分担により初期救急
医療の役割を担っています。
　新発田病院の救急外来では、軽症の方の受診増加により、重症
患者への医療体制に支障を生じており、当診療所へも紹介状の交
付のみを目的とした来院も見受けられます。
　今一度、診療所と病院の役割を理解し、「適切な受診」を心が
けてください。

◎適切な受診についてのポイント
　☆急な発熱や腹痛、体調不良など比較的症状の軽い方は当診療所をご利用ください。
　☆紹介状目的の安易な受診はやめてください。医師が、症状に応じ必要と判断した時に交付します。

新発田地区救急診療所 ･休日救急歯科診療所（県立新発田病院前）☎ 0254－23－8350
　中条地区休日診療所（ほっと・HOT中条内）☎ 0254－44－8621
　※受付時間などの詳細はホームページなどでご確認ください。

　☆入院治療や高度医療が必要と思われる場合は、県立新発田病院へ受診してください。
　　救急車が必要な場合もありますので、判断に迷ったときは下記相談ダイヤルをご利用ください。

新潟県では、看護師などから受診の必要性や対処方法などについての助言を受けることができる電話
相談窓口を開設しています。ご活用ください。

救急医療電話相談（大人）　☎０２５−２８４−７１１９（午後７時～翌朝８時）
小児救急医療電話相談（子供）　☎０２５−２８８−２５２５（午後７時～翌朝８時）
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ホ
ー
ム
４
連
勝
‼

　

10
月
28
日
（
日
）
は
明
治
安
田
生

命
Ｊ
２
リ
ー
グ
第
39
節
が
開
催
さ

れ
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
デ
ン

カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
Ｆ

Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
と
対
戦
し
ま
し

た
。
相
手
は
暫
定
３
位
に
つ
け
る
強

敵
。
ホ
ー
ム
の
舞
台
で
確
か
な
実
力

を
証
明
す
べ
く
、
選
手
た
ち
は
み
な

ぎ
る
闘
志
と
共
に
キ
ッ
ク
オ
フ
の
瞬

間
を
迎
え
ま
し
た
。

　

前
節
の
京
都
戦
と
同
じ
ス
タ
ー
テ

ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
で
臨
ん
だ
新
潟

は
、
息
の
合
っ
た
連
携
で
町
田
の
ハ

イ
プ
レ
ス
を
く
ぐ
り
抜
け
、
巧
み
に

ス
ペ
ー
ス
を
突
い
て
攻
撃
を
仕
掛
け

て
い
き
ま
す
。
最
前
線
で
は
、
田
中

選
手
と
河
田
選
手
の
２
ト
ッ
プ
が
再

三
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
ボ
ー
ル
を
呼
び

込
み
、
チ
ャ
ン
ス
を
量
産
。
前
半
は

ゴ
ー
ル
こ
そ
生
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
相
手
に
圧
力
を
か
け
続
け
、
着

実
に
ス
タ
ミ
ナ
を
奪
っ
て
い
き
ま

す
。

　

後
半
に
入
っ
て
も
、
試
合
は
依
然

と
し
て
新
潟
ペ
ー
ス
。
セ
カ
ン
ド
ボ

ー
ル
を
回
収
し
な
が
ら
、
効
果
的
な

ポ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
で
相
手
を
揺
さ
ぶ
っ

て
い
く
と
、
56
分
に
先
制
点
が
生
ま

れ
ま
す
。

　

右
サ
イ
ド
で
広
瀬
選
手
の
縦
パ
ス

を
受
け
た
川
口
選
手
が
、
絶
妙
な
フ

ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ
で
相
手
を
は
が

し
、
狙
い
す
ま
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ダ
ー

の
ク
ロ
ス
を
供
給
。
フ
ァ
ー
サ
イ
ド

で
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
、
ゴ
ー
ル

に
飢
え
る
渡
辺
新
太
選
手
で
し
た
。

Ｄ
Ｆ
が
決
死
に
コ
ー
ス
を
塞
ぎ
に

来
た
も
の
の
、「
中
に
持
ち
込
ん
で

シ
ュ
ー
ト
を
撃
つ
イ
メ
ー
ジ
は
あ
っ

た
」
と
冷
静
に
か
わ
し
、
狙
い
す
ま

し
て
右
足
一
閃
。
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト

に
突
き
刺
さ
っ
た
瞬
間
、
ス
タ
ジ
ア

ム
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
、
新
太
選
手

も
拳
を
突
き
上
げ
て
大
歓
声
に
応
え

ま
し
た
。

　

新
潟
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
そ
の

３
分
後
に
は
、
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
の

流
れ
か
ら
広
瀬
選
手
が
Ｐ
Ｋ
を
獲
得

し
ま
す
。
キ
ッ
カ
ー
を
任
さ
れ
た
の

は
、
先
制
ゴ
ー
ル
を
挙
げ
た
新
太
選

手
。
集
中
し
て
ボ
ー
ル
を
セ
ッ
ト
す

る
と
、
う
ま
く
Ｇ
Ｋ
の
逆
を
突
き
、

確
実
に
決
め
て
追
加
点
を
奪
い
ま

す
。
シ
ー
ズ
ン
当
初
に
掲
げ
て
い
た

「
２
桁
得
点
」
を
達
成
し
、
ス
ト
ラ

イ
カ
ー
の
意
地
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

相
手
は
攻
撃
的
な
交
代
カ
ー
ド
を

切
っ
て
反
撃
を
試
み
て
き
ま
し
た

が
、
新
潟
は
最
後
ま
で
危
な
げ
な
く

試
合
を
進
め
、
こ
の
ま
ま
２
‐
０
で

勝
利
し
ま
し
た
。
３
戦
連
続
で
完
封

に
貢
献
し
た
Ｇ
Ｋ
大
谷
選
手
は
、「
準

備
し
て
き
た
こ
と
を
、
最
後
ま
で
み

ん
な
が
出
せ
た
。
そ
の
成
果
が
し
っ

か
り
結
果
に
表
れ
た
」
と
納
得
の
表

情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

一
丸
と
な
っ
て
つ
か
ん
だ
、
ホ
ー

ム
４
連
勝
。
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
に
大
き

な
笑
顔
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
第

31
節
の
愛
媛
戦
以
降
、
無
敗
の
流
れ

が
続
い
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
ホ

ー
ム
で
の
勝
利
は
格
別
。
皆
様
と
感

動
を
分
か
ち
合
う
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
戦
い

続
け
ま
す
。

勝
利
で
締
め
く
く
る

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
は
10
月
27
日
（
土
）、
プ
レ
ナ
ス

な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
・
第
17
節�

ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・
千
葉

レ
デ
ィ
ー
ス
戦
に
臨
み
ま
し
た
。
デ

ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で

迎
え
た
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ホ
ー
ム
最

終
戦
。
選
手
た
ち
は
必
勝
を
期
し
、

戦
い
の
ピ
ッ
チ
に
立
ち
ま
し
た
。

　

新
潟
は
立
ち
上
が
り
勇
気
を
持
っ

て
ラ
イ
ン
を
上
げ
、
相
手
を
押
し
込

み
な
が
ら
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て

い
き
ま
す
。
中
盤
で
は
上
尾
野
辺
選

手
の
存
在
感
が
光
り
、
ク
レ
バ
ー
な

ボ
ー
ル
奪
取
か
ら
次
々
と
効
果
的
な

パ
ス
を
配
給
。
た
だ
、
ジ
ェ
フ
Ｌ
の

ブ
ロ
ッ
ク
も
強
固
で
、
お
互
い
に
な

アルビレックス
新潟情報!!
アルビレックス
新潟情報!!

▲喜びを爆発させる渡辺新太選手！

▲頼れる10番。その存在感でチームをけん引！
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か
な
か
決
定
機
を
つ
く
れ
ず
、
前
半

を
ス
コ
ア
レ
ス
で
折
り
返
し
ま
す
。

　

後
半
に
入
る
と
、
新
潟
は
サ
イ
ド

の
ス
ペ
ー
ス
を
う
ま
く
使
い
な
が

ら
、
堅
守
攻
略
を
試
み
ま
す
。
51
分

に
は
、
白
井
選
手
が
ス
ピ
ー
ド
に
乗

っ
た
ド
リ
ブ
ル
か
ら
ゴ
ー
ル
を
強
襲

し
、
決
定
機
を
演
出
。
攻
撃
の
タ
ク

ト
を
振
る
う
阪
口
選
手
も
、
積
極
的

に
シ
ュ
ー
ト
を
狙
い
、
勝
点
３
へ
の

こ
だ
わ
り
を
見
せ
ま
す
。
ス
タ
ジ
ア

ム
に
響
く
声
援
も
途
切
れ
る
こ
と
な

く
、
果
敢
に
前
へ
向
か
い
続
け
る
選

手
た
ち
を
後
押
し
し
ま
す
。

　

０
‐
０
の
ま
ま
、
試
合
は
ア
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
に
突
入
。
引
き
分

け
濃
厚
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
最

後
に
ド
ラ
マ
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

91
分
、
園
田
選
手
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ

エ
リ
ア
前
で
ボ
ー
ル
を
受
け
る
と
、

瞬
時
に
シ
ュ
ー
ト
コ
ー
ス
を
見
つ

け
、豪
快
に
左
足
を
振
り
抜
き
ま
す
。

「
撃
っ
た
瞬
間
に
入
っ
た
と
分
か
っ

た
」。
渾
身
の
一
撃
で
、
チ
ー
ム
を

勝
利
に
導
い
て
く
れ
ま
し
た
！
劇
的

勝
利
で
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
締
め
く
く

り
、
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
に
は
高
ら
か
に

勝
利
の
万
歳
が
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
合
終
了
後
に
は
ホ
ー
ム

最
終
戦
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
一

年
間
の
応
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
た
。
中
村
キ
ャ
プ
テ
ン
が

こ
み
上
げ
る
涙
と
共
に
「
終
盤
戦
に

少
し
ず
つ
勝
点
を
積
み
上
げ
ら
れ
た

の
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
支
え

の
お
か
げ
」
と
挨
拶
す
る
と
、
ス
タ

ン
ド
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
苦
し
い
戦
い
が
続
い
た
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま

で
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
来
年
も
、
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

▲終了間際、劇的ゴールを決めた園田選手！

【
開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等
部
女
子
】

　

10
月
13
日
（
土
）、
第
27
回
全
日

本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

北
信
越
大
会
の
初
戦
が
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
行
わ
れ
、
長
野
県
予
選
を
１
位
通

過
し
た
松
商
学
園
高
等
学
校
と
対
戦

し
ま
し
た
。
開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等

部
女
子
は
前
半
２
点
を
先
行
し
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
を
迎
え
ま
す
。
後
半
も
勢

い
は
止
ま
ら
ず
、
３
点
を
追
加
し
５

‐
１
で
試
合
終
了
。
初
戦
を
勝
利
で

飾
り
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
日
、
準
々
決
勝
が
行
わ
れ
、

昨
年
決
勝
の
舞
台
で
戦
っ
た
福
井
工

業
大
学
付
属
福
井
高
等
学
校
と
対
戦
。

前
半
を
０
‐
０
で
折
り
返
す
も
、
後

半
に
２
点
を
決
め
ら
れ
０
‐
２
で
惜

し
く
も
敗
戦
と
な
り
、
決
勝
に
駒
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

10
月
20
日
（
土
）
に
は
、
十
日
町

市
の
当
間
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
３

位
決
定
戦
が
行
わ
れ
、
富
山
国
際
大

付
属
高
等
学
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

終
始
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず
13
‐
０

で
試
合
終
了
。
大
量
得
点
で
勝
利
を

収
め
見
事
３
位
と
な
り
、
６
年
連
続

と
な
る
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

　

全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
の
１

回
戦
は
１
月

３
日
（
木
）

兵
庫
県
で
行

わ
れ
ま
す
。

引
き
続
き
皆

様
の
ご
支
援
、

ご
声
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！

【
２
０
１
８
せ
い
ろ
う
町
ス
ポ
レ
ク
祭
】

　

10
月
８
日
（
月
）
体
育
の
日
に

聖
籠
町
町
民
会
館
で
行
わ
れ
た

『
２
０
１
８
せ
い
ろ
う
町
ス
ポ
レ
ク

祭
』
に
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ

レ
ッ
ジ
、
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ｓ
聖
籠
の
選
手
が

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
運
営
の
お
手

伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
サ
ッ
カ
ー
や

テ
ニ
ス
、
フ
リ
ス
ビ
ー
な
ど
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
約
２
０
０
０

人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ

の
地
域
貢
献
活
動
を
通
し
て
た
く
さ

ん
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【 問い合わせ先 】
〒957-0103 聖籠町網代浜925-1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP： http://team.cupsnet.com/
学校Twitter： @JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP： http://team.cupsnet.com
チーム公式Twitter： @jyappi

JAPANサッカーカレッジチーム紹介サイト 検索

試合情報や
イベント情報を
更新中！
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新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

お問い合わせ　子ども教育課（学校給食調理場）
　　　　　　　管理栄養士　☎２７－７７３０

　肥満とは、体に脂肪が多くつき過ぎている状態をいいます。食
事からとるエネルギーが、運動などで消費するエネルギーよりも
多いと、余った分は体脂肪として蓄積され、肥満を引き起こします。
　子どもの肥満は、ここ 30年の間で 2～ 3倍に増えていると
いわれています。昨年の新潟県の肥満傾向児の出現率は、小学校
では 1年生を除くすべての学年が、全国平均を上回る結果とな
っています。背景には、いつでも食べ物が手に入る環境、朝食の
欠食や夜更かしといった生活習慣の乱れ、運動量の低下など、子
どもを取り巻く生活の変化が考えられます。
　子どものころの肥満が改善されないまま大人になると、糖尿病、
高脂血症（脂質異常症）、高血圧などの生活習慣病になりやすく
なります。

　成長期が終わるまでは、体重が増えないように維持してい
るだけで、身長の伸びとともに肥満が解消されていきます。

ゆっくりよくかん
で、１日３食しっ
かり食べる。規則
正しい生活が大事。

ゲームやテレビは
時間を決めて、家
族や友だちと体を
動かす時間を。

揚げ物、洋菓子、
スナック菓子、菓
子パン、ジュース
など高脂肪・高エ
ネルギーに注意。

生活習慣病になると…

　高い確率で脳血管疾患（脳卒中など）や虚血性心疾
患（狭心症や心筋梗塞など）に罹患し、生命が脅かさ
れたり、きわめて重篤な合併症を併発する危険性が高

くなります。大人の生活や食習慣が子どもに影響していることも
あります。食生活や運動習慣を見直して、家族みんなで生活習慣
病を予防しましょう。

※肥満傾向児とは、性別、年齢別、身長別標準体重から肥満度（過体重度）を算出し、
肥満度が 20％以上の者です。

子どもの肥満と

生活習慣病

町の宝で〜す
10月の乳児健診から

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

高田 風
ふう

花
か

 ちゃん

小林 朱
あか

里
り

 ちゃん

池田 丈
じょう

太
た

 ちゃん

相馬 明
あ す な

日菜 ちゃん

高橋 明
あ さ ひ

咲日 ちゃん

下條 茉
ま ほ

帆 ちゃん

手島 海
かいしん

信 ちゃん

金子 修
しゅう

翔
と

 ちゃん

嶋村 知
ち な

奈 ちゃん

ジュニア展入賞の
 ご連絡をお願いします

　広報せいろう１月号で、県ジュニア美
術展覧会の入賞作品を紹介する予定です。
　町内に居住し町外の小中学校在学中の
児童・生徒で、ジュニア展で入賞された
方の保護者様は、12 月 10 日（月）まで
に役場総務課広報広聴係へご連絡をお願
いします。
　なお、町立小中学校に在学中の方は学
校から情報提供をいただきますので、ご
連絡は不要です。
役場総務課		広報広聴係（内線２２２）
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み ん な の ひ ろ ば

「
共
に
生
き
る
２
０
１
８
︲

 
Ｌ
ｅ
ｔ
❜ｓ　
ｔ
ｒ
ｙ　
手
話
★
」
開
催

い
じ
め
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、見
逃
さ
な
い

 

～
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
ス
ク
ー
ル
集
会
～

功
績
を
た
た
え

　

町
で
は
、
平
成
29
年
度
に
県
内
初

の
「
手
話
言
語
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
手
話
の
普
及
と
聴
覚
障

が
い
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
９
月
22
日

（
土
）、10
月
27
日
（
土
）、30
日
（
火
）

の
３
日
間
に
渡
り
、
手
話
に
関
す
る

上
映
会
お
よ
び
講
習
会
を
行
い
、
延

べ
77
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

手
話
講
習
会
で
は
、
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
か
ら
の
講
話
が
あ
り
、
見

た
目
で
は
健
常
者
と
変
わ
ら
な
い
聴

覚
障
が
い
者
の
大
変
さ
や
、手
話
の
役

割
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て「
お

は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
あ
り
が

と
う
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
や
「
私
の

名
前
は
○
○
で
す
」「
○
人
家
族
で

す
」
と
い
っ
た
自
己
紹
介
に
使
う
手

話
な
ど
を
学
び
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
２
日
間
で
30
名
の
方
に
聞
こ

え
に
関
す
る
障
が
い
と
手
話
に
触
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か

ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」「
も
っ
と
手

話
を
学
び
た
い
」「
手
話
講
習
会
を

ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
今
後

も
手
話
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

聖
籠
中
学
校
体
育
館
で
、「
い
じ

め
見
逃
し
ゼ
ロ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

小
中
合
同
の
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

聖
籠
中
の
生
徒
会
の
皆
さ
ん
が
中

心
と
な
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
集

会
に
は
各
小
学
校
の
６
年
生
と
聖
籠

中
の
生
徒
が
参
加
し
、「
キ
ラ
キ
ラ
、

ふ
わ
ふ
わ
し
た
言
葉
を
使
う
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
の
取
り
組
み
の

発
表
や
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
に
関
す

る
課
題
に
答
え
て
い
く
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
半
で
は
、
い
じ
め
見
逃

し
ゼ
ロ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
サ
ポ
ー
タ
ー

の
今
井
美
穂
さ
ん
と
教
育
研
修
コ
ー

チ
ン
グ
協
会
の
石
垣
順
子
さ
ん
が
、

生
徒
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
『
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
大
会

２
０
１
８
』
が
開
催
さ
れ
、
正
庵
区

長
藤
井
清
四
さ
ん
が
、『
自
治
防
犯

功
労
賞
』
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
井
さ
ん
は
約
24
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
通
学
路
や
集
落
内
防
犯
灯

の
点
検
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
登

下
校
時
の
見
守
り
、
夜
間
の
不
審
者

発
見
な
ど
、
自
治
防
犯
会
長
と
し
て

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
藤
井
さ
ん

は
、「
身
に
余
る
思
い
。
長
く
集
落

区
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
す
。
今
年
で
区
長
は
退
任
す

る
が
、
自
分
の
健
康
の
た
め
に
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
は
続
け
て
い
き
た
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

10
26

10
15

▶
自
ら
の
経
験
か
ら
、「
強
い
自
分
」

に
な
る
た
め
に
は
「
自
分
は
主
人

公
だ
」
と
思
う
こ
と
な
ど
、
生
徒

た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
今
井

美
穂
さ
ん
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くよくよ悩まずまず相談、あなたに寄り添う人がいる
○保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎２７- ６５１１
○新潟県新発田地域振興局健康福祉環境部地域保健課
　　　　　　　　　　　　　　☎０２５４- ２６- ９１３３
○新潟こころの相談ダイヤル　☎０５７０- ７８３- ０２５

ひとりで悩まず、ぜひご相談ください。

瑞宝単光章

松 田  誠
せい

 一
いち

 さん（65）亀塚

　松田さんは、浚渫船「白山丸」とその代替船となる大型浚
渫兼油回収船「白山」に乗船し、昭和 50 年から 38 年間勤務
され、次席一等航海士として、船長の補佐にあたっていました。
　また、東日本大震災の際には発生から３～４日目に宮古、大
船渡、石巻へ支援物資を輸送する任務にもあたったそうです。
　週のほとんどを船上で過ごし、家にいることが少なかったと
いう松田さん。「家族は困っただろうが、こうして叙勲をもらえ
たのも家族のおかげと思う。」と話してくださいました。
　松田さん、ご受章おめでとうございます。

秋の叙勲
聖籠町から亀塚の松田誠一さんが受章
されましたので、ご紹介します。

平成３０年

　10 月 11 日（木）、町文化会館で「聖籠町小学校音
楽祭」が行われました。
　各小学校の４年生が、練習の成果を発揮し、伸びや
かな歌声と、見事な合奏を披露しました。

　10 月 18 日（木）、町文化会館で、聖籠中学校の秋
の文化行事「秋灯祭」が行われました。
　今年のスローガンは「響鳴～心に響かせろ私たちの
歌声を～」。１年生から３年生の各クラスが、最高の
歌声を披露し、スローガンのとおり、聴く人の心に響
く歌声を披露しました。
　これまで懸命に練習してきた成果を存分に発揮した
美しい歌声に、来場者も生徒も惜しみない拍手を送っ
ていました。写真は３年生の部で金賞を受賞した３年
２組の皆さん。歌ったのは男女のハーモニーが際立つ、

「君とみた海」。曲名のとおりさわやかな歌声で、見事
金賞を受賞しました。

亀代小学校

蓮野小学校

山倉小学校

秋灯祭開催
響鳴～心に響かせろ　私たちの歌声を～

小学生による
合唱と合奏の祭典


